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1. 平成23年12月期第１四半期の連結業績（平成23年1月1日～平成23年3月31日）

 (1) 連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年12月期第１四半期 28 △67.9 △50 ― △55 ― △46 ―

22年12月期第１四半期 89 △26.7 △74 ― △76 ― △90 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年12月期第１四半期 △236. 99 ―

22年12月期第１四半期 △513. 39 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年12月期第１四半期 385 303 76.4 1,465. 46

22年12月期 334 255 73.6 1,290. 48

(参考) 自己資本 23年12月期第１四半期 294百万円 22年12月期 245百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

 22年12月期 ― 0. 00 ― 0. 00 0. 00

 23年12月期 ―

 23年12月期(予想) 0. 00 ― 0. 00 0. 00

3. 平成23年12月期の連結業績予想（平成23年1月1日～平成23年12月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 81 △40.2 △102 ― △115 ― △115 ― △603. 54

通期 200 △6.8 △184 ― △192 ― △193 ― △1,012. 90



  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
  

  

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）Ｐ．３「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】Ｐ．４「２．その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規 ―社、除外 ―社

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年月12期１Ｑ 201,042株 22年12月期 190,542株

② 期末自己株式数 23年12月期１Ｑ ―株 22年12月期 ―株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年12月期１Ｑ 198,014株 22年12月期１Ｑ 176,242株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、円高や厳しい雇用情勢が依然として続くなか、ア

ジア地域に向けた輸出の増加や政府の経済対策効果などにより、企業業績、設備投資の回復、個人消費

の持ち直しなど、景気は総じて回復傾向にありました。しかしながら、平成23年３月11日に発生した東

日本大震災により、経済活動の先行きに不透明感が増す状況となりました。 

当社を取り巻く環境におきましては、アカデミック・研究機関における研究開発費抑制の動きは昨年

から継続し、厳しい状況のうちに推移いたしましたが、当社グループでは、昨年10月にリリースした新

たなサービスである「おくすり体質検査」の育成・事業化に努めるとともに、売上原価、販売管理費削

減に取り組んでまいりました。 

以上によりまして、当第１四半期連結会計期間における連結業績、セグメント別概況につきましては

以下のとおりとなりました。 

 
＜バイオマーカー創薬支援事業＞ 

当事業におきましては、ＰＧｘ試験支援サービスの主体となる検体バンキングサービス、臨床試験

サポート、検体管理システム販売並びにＲＮＡ増幅試薬の販売を、国内外の製薬メーカー、アカデミ

ック・研究機関を中心に精力的に行ってまいりました。これらのうち、ＲＮＡ増幅試薬の販売は、年

度末での購買調整等の影響により若干予定を下回ったものの、その他につきましては概ね順調に推移

いたしました。 

以上によりまして、バイオマーカー創薬支援事業の売上高は26,989千円、セグメント利益は135千

円となりました。 

＜テーラーメイド健康管理支援事業＞  

当事業におきましては、ＰＧｘ事業や『DNAプライベートバンク』サービスにおけるノウハウを活

用した新たな個人向け健康管理支援サービスとして、『おくすり体質検査』サービスの技術開発及び

販売スキームの検討、提携クリニックを通じた販売のほか、医療従事者向けセミナーでの直接販売、

企業の試験導入販売などを行ってまいりました。 

以上によりまして、テーラーメイド健康管理支援事業の売上高は1,634千円、セグメント損失は

9,339千円となりました。 

＜創薬事業＞ 

 当事業におきまして、Eleison Pharmaceuticals,Inc.（エリソン社：米国）と共同開発中の抗ガン

剤Glufosfamide（グルフォスファミド）は、がん細胞に吸収されやすいその特異性と副作用を抑える

仕組みをもつ第3世代アルキル化剤として、その開発に大きな期待が寄せられています。既に米国に

おきましては、これまで行われた治験の結果から複数のがんの種類においてその有効性が認められる

と評価されています。又、エリソン社は第Ⅲ相臨床試験に関するSpecial Protocol Assessment

（SPA）を米国食品医薬品局に提出済みであり、平成23年半ばには本試験を開始し、平成24年中に終

了することが予定されております。この試験では化学療法治療の後すい臓がんが再発した患者を対象

に、２nd-Line標準薬としての有効性評価が検証されることとなります。一方、欧州では、欧州医薬

品庁において行われたオーファンドラッグ（希少疾病用医薬品）審査で、グルフォスファミドがすい

臓がんに対する治療薬として非常に有望な薬剤であるとの見解を採択し、欧州委員会に対してオーフ

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

実績(千円) 対前年同期増減(千円)

売上高 28,861 61,110 減

営業損失 50,005 24,933 減

経常損失 55,220 21,181 減

四半期純損失 46,927 43,552 減
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ァンドラッグ指定を推奨する旨の公表がなされ、本年４月には、正式にオーファンドラッグとして認

定を受けることとなりました。これにより、ＥＵ圏における10年間の独占販売権がエリソン社に与え

られると同時に、プロトコルサポートやインセンティブとして開発援助金を受けるなど優遇措置が講

じられることとなりました。 

 当社グループといたしましては、グルフォスファミド開発に関し、引き続き中国を含めたアジア諸

国の製薬メーカー等に共同開発あるいはライセンスアウト等の交渉を行ってまいります。 

 以上によりまして、創薬事業の売上高の計上はありません。 

＜投資・投資育成事業＞ 

当事業におきましては、保有する営業投資有価証券の売却を進めておりますが、株式市場の低迷と

投資先企業の業績不振などによる証券の流動性悪化、売買価格の下落など、売却交渉は厳しい状況で

推移いたしました。 

以上によりまして、投資・投資育成事業の売上高は237千円、セグメント利益は11千円となりまし

た。 

＜その他＞ 

当第１四半期連結会計期間におきましては、当社子会社メディビック社が保有する投資有価証券売

却益6,622千円、過年度損益修正益1,690千円を特別利益として計上しております。 

  

資産、負債及び純資産の状況 

第１四半期連結会計期間末における総資産は385,743千円となり、前連結会計年度末に比べ51,577

千円増加いたしました。主な要因としては、現金及び預金の増加59,951千円、営業投資有価証券の増

加3,619千円、投資有価証券の減少10,238千円によるものであります。 

負債は82,100千円であり、主に前受金の増加7,071千円、未払法人税の減少4,139千円により前連結

会計年度末に比べ3,164千円の増加となりました。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ48,413千円増加し303,642千円となりました。これは、資本金

及び資本剰余金がそれぞれ43,853千円ずつ増加したこと、四半期純損失46,927千円を計上したことに

よります。 
  
キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ59,951千円増加

し146,463千円となりました。当第１四半期連結会計期間の概況は次の通りです。 

＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞ 

営業活動によるキャッシュ・フローは43,978千円の支出となりました。これは主に税金等調整前四

半期純損失46,416千円及び投資有価証券売却損益6,622千円によるものであります。 

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞ 

投資活動によるキャッシュ・フローは20,718千円の収入になりました。これは主に投資有価証券の

売却による収入20,964千円によるものであります。 

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞ 

財務活動によるキャッシュ・フローは83,041千円の収入となりました。これは主に新株予約権の行

使による株式の発行による収入87,412千円であります。 

  

平成23年２月10日付「平成22年12月期決算短信」におきまして公表いたしました平成23年12月期の連

結業績予想に変更はございません。 

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

 
  

会計処理基準に関する事項の変更 

当第1四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成

20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号

平成20年３月31日）を適用しております。 

この変更に伴う損益に与える影響はありません。 

なお、当社及び当社グループは、オフィスの不動産賃借契約に基づく、退去時の原状回復に係る債

務等を有しておりますが、当該債務に関する賃借資産の使用期間が明確でなく、現時点において将来

退去する予定もないことから、資産除去債務を合理的に見積もることができません。そのため、当該

債務に見合う資産除去債務を計上しておりません。 

  

当社グループは、営業損失、経常損失、当期純損失及び営業活動によるキャッシュ・フローにおきま

して前連結会計年度まで継続してマイナスを計上しており、当第１四半期連結累計期間におきましても

営業損失50,005千円、経常損失55,220千円、四半期純損失46,927千円、営業キャッシュ・フロー△

43,978千円を計上するに至っており、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在して

おります。 

当社グループにおきましては、当該状況を解消すべく、安定した財務基盤の確立に向けて「事業収益

の拡大」および「資産のキャッシュ化」を経営の柱として取り組んでおります。 

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

１．固定資産の減価償却費の算定方法 定率法を採用している資産については、当連結会計年度に係る減価

償却費の額を期間按分して算定する方法によっております。

２．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の

算定に関して、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限

定する方法によっております。

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以

降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと

認められる場合に、前連結会計年度において使用した将来の業績予測

やタックス・プランニングを利用する方法によっております。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 146,463 86,511

受取手形及び売掛金 14,364 15,219

営業投資有価証券 207,278 203,659

投資損失引当金 △47,602 △47,602

商品及び製品 950 1,372

仕掛品 31,011 28,349

その他 22,334 24,177

貸倒引当金 △17,091 △17,091

流動資産合計 357,708 294,597

固定資産

有形固定資産

その他（純額） 3,873 4,397

有形固定資産合計 ※1 3,873 ※1 4,397

無形固定資産

その他 1,175 144

無形固定資産合計 1,175 144

投資その他の資産

投資有価証券 0 10,238

出資金 12,257 14,060

敷金及び保証金 10,728 10,728

その他 1,736 2,304

貸倒引当金 △1,736 △2,304

投資その他の資産合計 22,985 35,027

固定資産合計 28,034 39,568

資産合計 385,743 334,165
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 892 1,819

未払費用 13,181 13,951

未払法人税等 3,164 7,304

前受金 57,729 50,657

その他 5,699 3,319

流動負債合計 80,666 77,051

固定負債

受注損失引当金 1,433 1,884

固定負債合計 1,433 1,884

負債合計 82,100 78,936

純資産の部

株主資本

資本金 2,166,333 2,122,480

資本剰余金 2,699,531 2,655,677

利益剰余金 △4,513,671 △4,466,743

株主資本合計 352,193 311,414

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △57,574 △65,523

評価・換算差額等合計 △57,574 △65,523

新株予約権 8,494 8,827

少数株主持分 529 510

純資産合計 303,642 255,229

負債純資産合計 385,743 334,165
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
至 平成23年３月31日)

売上高 89,971 28,861

売上原価 83,104 13,292

売上総利益 6,867 15,568

販売費及び一般管理費 ※1 81,806 ※1 65,574

営業損失（△） △74,939 △50,005

営業外収益

受取利息 25 16

為替差益 － 168

貸倒引当金戻入額 － 568

その他 199 197

営業外収益合計 224 951

営業外費用

支払手数料 － 4,370

投資事業組合等損失 82 1,795

賃借料 1,469 －

その他 135 －

営業外費用合計 1,687 6,166

経常損失（△） △76,402 △55,220

特別利益

新株予約権戻入益 1,012 38

投資有価証券売却益 － 6,622

受注損失引当金戻入額 － 451

過年度損益修正益 － 1,690

特別利益合計 1,012 8,803

特別損失

本社移転費用 9,010 －

固定資産廃棄損 141 －

投資有価証券売却損 5,447 －

特別損失合計 14,599 －

税金等調整前四半期純損失（△） △89,989 △46,416

法人税、住民税及び事業税 511 511

法人税等合計 511 511

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △46,928

少数株主利益又は少数株主損失（△） △21 0

四半期純損失（△） △90,480 △46,927
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
至 平成23年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △89,989 △46,416

減価償却費 81 559

貸倒引当金の増減額（△は減少） － △568

投資損失引当金の増減額（△は減少） 4,000 －

受注損失引当金の増減額（△は減少） － △451

受取利息 △25 △16

支払手数料 － 4,370

為替差損益（△は益） 135 △168

投資事業組合等損益（△は益） 82 1,795

投資有価証券売却損益（△は益） 5,447 △6,622

本社移転費用 9,010 －

新株予約権戻入益 － △38

売上債権の増減額（△は増加） △8,001 855

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,120 △2,239

営業投資有価証券の増減額（△は増加） 59,240 －

仕入債務の増減額（△は減少） 1,765 △1,169

その他 11,741 13,420

小計 △11,633 △36,691

利息及び配当金の受取額 25 16

法人税等の支払額 △3,140 △7,303

営業活動によるキャッシュ・フロー △14,749 △43,978

投資活動によるキャッシュ・フロー

無形固定資産の取得による支出 － △1,066

投資有価証券の売却による収入 3,000 20,964

貸付金の回収による収入 562 568

敷金及び保証金の差入による支出 △3,400 －

関係会社出資金の分配による収入 6,384 252

投資活動によるキャッシュ・フロー 6,547 20,718

財務活動によるキャッシュ・フロー

新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 87,412

手数料の支払額 － △4,370

財務活動によるキャッシュ・フロー － 83,041

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6 169

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,208 59,951

現金及び現金同等物の期首残高 32,015 86,511

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1 23,806 ※1 146,463
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当第１四半期連結累計期間（自 平成23年１月１日 至 平成23年３月31日） 

該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日） 

 
(注) １．事業の区分は、当社ビジネス形態の特性を考慮して区分しております。 

２．各区分の事業の内容 

(1) バイオマーカー創薬支援事業 …………… バイオマーカーを用いた新薬開発を総合的、複合的に支援する

ソリューションを提供するもの。受託解析サービス、データ解析サービス、研究支援プロダクトの販売、

システム構築、治験コーディネートサービス、及び、PGx試験サポート業務。 

(2) 創薬事業 …………………………………… 自社保有の新薬候補化合物を当社のデータマイニング技術を用

いて開発し、付加価値を高めていくもの。 

(3) テーラーメイド健康管理支援事業 ……… 個人を対象に健康・医療市場でのサービスを提供するもの。ク

リニックとの提携によるDNA検査に基づく健康支援サービス、及び、健康支援プロダクト販売。 

(4) 投資・投資育成事業 …………………………… ファンドの管理運営、営業有価証券売買等。 

(5) その他事業 ………………………………… 研究者を対象とするセミナーやフォーラム等の開催等。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日) 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店はありませんので、該当事項はありませ

ん。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日) 

 
(注) １．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

バイオマー
カー創薬支
援事業 
(千円)

創薬事業
(千円)

テーラーメ
イド健康管
理支援事業
(千円)

投資・投資
育成事業 
(千円)

その他
事業 
(千円)

計 
(千円)

消去又は 
全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

(1) 外部顧客に対する 
売上高

42,110 ― ― 47,861 ― 89,971 ― 89,971

(2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ― ―

計 42,110 ― ― 47,861 ― 89,971 ― 89,971

営業利益又は 
営業損失(△)

6,462 △58 △5,968 △25,707 ― △25,273 △49,666 △74,939

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

アジア 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 44,745 44,745

Ⅱ 連結売上高(千円) ― 89,971

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合(％) 49.7 49.7
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（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 
  
１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。 
  

当社グループの事業区分は、ビジネス形態の特性を考慮して次のように区分しております。 

＜バイオマーカー創薬支援事業＞ 

バイオマーカーを用いた新薬開発を総合的、複合的に支援するソリューションを提供。 

＜創薬事業＞ 

自社保有の新薬候補化合物を当社のデータマイニング技術を用いて開発。 

＜テーラーメード健康管理支援事業＞ 

個人を対象に健康・医療市場で、DNA検査に基づく健康管理支援サービス等を提供。 

＜投資・投資育成事業＞ 

ファンドの管理運営、営業投資有価証券の売買等。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自 平成23年１月１日 至 平成23年３月31日） 

 
(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△40,768千円は、各報告セグメントに配分していない当社の管理部門に係

る費用であります。 

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

当社は、当第１四半期連結累計期間において新株予約権の一部行使による払い込みを、受けておりま

す。 

この結果、当第１四半期連結会計期間末において資本金が2,166,333千円、資本剰余金が2,699,531千

円となっております。 

  

【セグメント情報】

(単位：千円)

報告セグメント

調整額 
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

バイオマー
カー創薬支
援事業

創薬事業
テーラーメ
イド健康管
理支援事業

投資・投資
育成事業

計

売上高

外部顧客への売上高 26,989 ― 1,634 237 28,861 ― 28,861

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 26,989 ― 1,634 237 28,861 ― 28,861

セグメント利益又は損
失（△）

135 △45 △9,339 11 △9,237 △40,768 △50,005

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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